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さとやま 11 2023. 月 

んぼdeアート稲刈り 

９月３０日（土）山岡元気プロジェクトのメンバーによる田んぼdeアートの

稲刈り作業が行われ、今年の田んぼdeアート事業は終了しました。 

今年は、８月１６日に行われた「爪切地蔵尊の奉納花火大会」をテーマ

に作成し、多くの方々に観覧していただくことができました。 

倒焔式三連房登り窯 

山岡陶業文化センターで９月２８日（木）～１０月１日（日）まで

登り窯の焼成を行い、市内小中学生の作品など約９００点を焚

き上げました。 

最終日には原区のみなさんが屋台村を催し、小雨にも関わらず

２５０人を超える来場者があり、栗おこわやヘボごはん、窯焼き

ピザなど秋の味覚を楽しんでいました。 

火入れ式 温度管理 昼夜問わず、交代で窯焚き 

ふるさと納税にご協力を！ 

市外在住のご家族、ご親類、ご友人にふるさと

納税で山岡町を応援していただきますようお声

がけをお願いします。 

寄付金の使い道には『山岡町のまちづくり活動を応援』をご選択ください 

  

ふるさと納税 

（加藤丈雄 原区長） 



９月８日（金）、小中学校でアルミ缶回収を行いまし

た。アルミ缶をたくさん入れたビニール袋を持って登

校する小学生や中学生の姿が多く見られました。み

なさんのご協力により、多くのアルミ缶が集まりまし

た。感謝申し上げます。この取組は、年々減少してい

る資源回収の収益を補うために、毎月１０日を「アル

ミ缶回収の日」として小中合同で行っております。 

是非ご協力ください。  

《山岡小・中学校PTAアルミ缶回収の日》 

９月１５日（金）、大きな地震が起きたことを想定した命を守る訓練を

行いました。事前予告なしの訓練でしたので、教室、廊下、グラウンド

など様々な場所にいた児童たちが、自分や仲間の命を守るために、真

剣に行動できていました。 

こども園の園庭はとても広く、普段保育者と子どもで草取りを頑張っていますが、なかなか

きれいになりません。運動会前に、壮健クラブの方々をはじめ地域の方々が、２日間にわ

たり草取りに来てくださいました。あっという間にきれいになり、気持ちの良い園庭で運動会

を行うことができました。本当にありがとうございました。 

１０月７日（土）気持ちの良い秋晴れの中、運動会を開催することが

できました。 

今年の運動会のテーマは、『たくさんの¨ＷＡ¨ ～みんなでつながろ

う 運動会～』でした。今年は異年齢児、未就園児、小学生の競技

を増やし、人数規制もなくしたことで、にぎやかな運動会となりまし

た。保護者の皆さま、地域の皆さまのたくさんのご協力があり、みん

なでつながって楽しむことができた運動会でした。 

山岡中学校「合唱祭」のお知らせ 全校合唱、学年合唱共に、精一杯心をこめて歌います。 

是非、お聞きください。 
 

             【問合せ】 山岡中学校 ☎５６－２６１４ 

 ◆日時： １２月８日（金） １３：３０～１６：００      

◆場所： 山岡農村環境改善センター 

９月３０日（土）秋晴れのもと、体育祭が行われました。今年度の体育

祭は、「生徒一人一人が熱い思いをもって、山中スピリットを実現できる

体育祭にしたい」という願いから、これまでの形にとらわれず、ゼロから種

目や競技内容を生徒自ら創り上げました。事前取組や団練習では、団

リーダーの熱のこもった呼びかけに、団員が必死に応え、当日には姿と

行動で魅せてくれました。体育祭終了には、達成感と成就感で感動が

こみ上げ、涙を流す３年生の姿がありました。 



   ０２. 地域間連携での取り組み 

地域間で連携して取り組むことでより、効率的・

効果的な取り組みとなる事業に対して、１事業

１００万円/年を上限として審査で認められた

事業に係る費用を助成します 

    01. 地域単位での取り組み 

地域課題の解決に向けた取り組みや地域か

ら元気を発信する取り組みに対して 

１事業５０万円/年を上限として審査で認めら

れた事業に係る費用を助成します 

０１．青少年が健やかに育つまち 
    ～家庭・地域みんなで育てる山岡っ子～ 

 

０２．安全で安心して暮らせるまち 

    ～助け合い・支え合い人と人が結び合う～ 

 

０３．山岡の「よいところ」を活かすまち  

   ～地元の魅力をアピールし続ける～ 

 

０４．多くの町民が参画する活力あるまち   

   ～地域の人たちの知恵と行動を集める～ 

この４つの計画目標の達成に向けて取り組む事業に「まちづくり補助金」が申請できます。 

市内を拠点に活動している５人以上の団体で、地域のために積極的に取り組む事業、地域の活性化に向けて取り

組む事業を募集します。 

 

      【提出期限】 １１月３０日（木）まで     【相談・申込】 NPOまちづくり山岡  ☎５６－３９２１ 

山岡町まちづくりの４つの計画目標 

『わたしも元気 地域もげんき』～みんなでいっしょにまちづくり～ 

                           を目的とした活動に助成します！ 

（例） 〇交流・体験（子育て・高齢者）  

    〇地域資源の活用・伝統・文化の伝承 

（例） 〇イベント等の共同開催 

    〇高齢者支援、子育て支援事業 

【地域のまちづくり活動助成金制度】 

【河川・砂防関係 継続】 

〇小里川河川改修  〇田沢川河川改修  〇下手向地区急傾斜地（八重洞）崩壊対策事業 

【道路関係 新規】 

〇山岡駅前交差点の安全対策  「恵那南統合中学校開校に伴い、通学バス、家族送迎増を見込み道路整備」 

 ８月２４日（木）山岡地域自治区会長、山岡町区長会長の連名にて、道路・河川関係の改修・整備 

 に関する要望書を提出しました。 

山岡町内幹線市道の改修・整備 

岐阜県（恵那土木事務所）関係 県へ要望 

市へ要望 

恵那市（建設部建設課）関係 

【道路関係 継続】 

〇国道363号（岩村境界・明智境界）の一部改良          〇県道417号（串原明智山岡線）の改良(田沢地内） 

〇国道418号の局部改良（久保原浄水場付近）と歩道の設置     〇国道363号(花白バイパス)の早期着工     

〇県道405号（下手向陶線）の歩道設置（吹越バス停～原地内）   

 



 

― 発行 ―  山岡地域自治区運営協議会 区長会 山岡振興事務所 山岡コミュニティセンター 

総数 3,7６８人    （－98人） 

男 1,835人 （－57人） 

女 1,933人 （－41人） 

世帯  1,523世帯 （＋２ 世帯） 

令和５年度累計   出生4人 死亡32人       

（ ）内は前年との比較 

  2023.10月  人口・世帯動態    

  資源回収収益  ９月分 50,450 円    

町内のみなさん、ご協力ありがとうございます。 

ー ヒマリーステーション － 

 

山岡陶業文化センター  
 TEL/FAX     0573 - 56 - 4567  

9：00～17：00（土・日 ～16：00） ※木曜日休館 申込 

干支『辰』絵馬作り ■11月講座 

体 験 ・ 講 座 

１. 初めての方でも安心 

２. 講師が丁寧に指導 

 ※申し込みが必要です 

3 . 個人・団体もOK 料  金 

時  間 

エプロン・タオル 

12月中旬ごろ 

1,800 円  （１人 1点） 

11月12日（日） 

持ち物 

引渡し 

日にち 

 10：00～12：00 

  
定 員 １５ 名 

 縁起の良い干支絵馬（辰）つくり♪ 

 

恵那市赤十字奉仕団山岡分団は、自宅でできる奉仕活

動として、使用しなくなったタオルなどを使いやすいサイ

ズに切り、ウエスとして介護現場で使っていただけるよう、

９月２０日『山岡デイ

サービスゆとり』へ寄付

しました。 

また、この日から赤十

字県下統一事業であ

る、ひとり暮らしや寝た

きりの方へのお見舞い

として、対象者の方へ

お見舞い品（ボックス

ティッシュ）の配布を

始めました。 

エコキャップ回収事業の協力企業である（株）アパックス（長島町久須見）へ研修に行ってきました！ 

皆さまにいただいたキャップは粉砕や着色などされ、プラスチックの箱の持ち手に生まれ変わります。山岡町から

搬入されるキャップは、アパックスで再利用されているキャップのおよそ5分の1にあたります。キャップは女性部で

選別して搬入しますが、再利用される前にもう一度選別されます。違う成分のキャップが混じっていると製品の強

度に関係してくるため、ペットボトルキャップしか再利用できません。一番厄介なのはシールが付着したままの

キャップです。こういった不純物が混入しないよう、細心の注意を払って製品に生まれ変わります。 

 

 

  自分たちが搬入したキャップが再利用される過程を見学 

  させていただき、活動意識が変わった気がします。 

  お忙しい中ご説明いただいたアパックスの小川さん、本当 

  にありがとうございました。 

  引き続き、皆さまのご協力をお願いします。 

恵那市赤十字奉仕団山岡分団だより 

 山岡地域女性部活動だより ～エコキャップ研修編～ 

生まれ変わったキャップ 


